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研究要旨 
化膿性汗腺炎（Hidradenitis suppurativa; HS）は患者の生活の質を著しく障害するにも拘わらず、本邦では

あまり研究されていなかった。以前の研究にて本邦における化膿性汗腺炎の実態を調査し、海外との患者背景

の違いや日本人一般集団と比べて QoL が低いことを示してきた。海外との患者背景の違いは生活習慣に起因す

るものもあると考え、食生活と入浴習慣の調査を複数の施設にて行っている。食生活は BDHQ（簡易型自記式食

事歴法質問票：brief-type self-administered diet history questionnaire）を用いて HS 患者と健常人を比

較した。結果から HS 患者は健常人と比べるとタンパク質やビタミンなどの栄養素の摂取量が少ないことが分か

った。HS 患者では食生活が偏っている可能性がある。 

A.研究目的
化膿性汗腺炎（Hidradenitis suppurativa; HS）

は患者の生活の質（Quality of Life : QoL）を著し
く障害するにも拘わらず本邦ではあまり研究されて
いなかった。昨年度までの研究で我々は日本人 HS 患
者が海外患者と比べて異なる特徴（男性優位、家族
歴が少ない、重症患者が多いなど）を有しているこ
とを示した。また、QoL が日本人の一般的な集団と
比べて統計学的に低いことを示した。これらの疾患
背景は本研究では本邦での化膿性汗腺炎の実態を調
査するために患者の QoL に関する生活習慣の調査を
行う。今回は食習慣に関する中間報告を行う。 

B.研究方法
生活習慣の調査は日本大学医学部皮膚科、大阪市

立大学皮膚科、筑波大学医学部皮膚科、明和病院皮
膚科、関西医科皮膚科の 5 施設にて行った。患者の
疾患背景として主治医が患者の性別、年齢、既往
歴、家族歴、罹病期間、既往歴、HS の重症度を臨床
調査に記載する重症度は医師判断による重症度（軽
症、中等症、重症、最重症）と International 
Hidradenitis Suppurativa Severity Score 
System(IHS4)、Hurley 病期分類を使用する。患者に
は食事習慣と入浴習慣に関するアンケートを記載し
ていただく。食事習慣は BDHQ（簡易型自記式食事歴
法質問票：brief-type self-administered diet 
history questionnaire）を用いる。BDHQ は直近一
か月の食習慣を知ることができる簡便な質問票であ
る。平均約 15 分ほどで回答可能であり、本邦におい
て大規模疫学調査から個人の食習慣チェックまで幅
広く使用されている。入浴習慣は簡単なアンケート
票を用いた。食事習慣と入浴習慣のアンケートは患
者と比べるために健常人に対しても行う。健常人は
各施設の職員より募集する。患者、健常人ともに書
面で本研究に対して同意を得た。 
（倫理面への配慮） 
日本大学医学部附属板橋病院倫理委員会において研
究課題名「化膿性汗腺炎患者の生活習慣に関するア
ンケート調査」として承認を得て実行した。(承認
日：2021 年 11 月 19 日、承認番号 RK-21-1109-5）

C.研究結果
今回は食生活データの中間報告を行う。計 35 例

（健常人 14 名、患者 21 名）から BDHQ を収集するこ

とができた。健常人は男性 5 名、女性 9 名、患者は

男性 16 名、女性 5 名であった。患者の Hurley 病期

分類は Ⅰ：5 名、Ⅱ：8 名、Ⅲ: 5 名であった。BMI

は健常人が 22.8±3.06 で、患者が 27.8±6.33 であ

り、患者の方が BMI が有意に高値であった。 

 BDHQ の項目ごとの分析ではタンパク質、動物性たん

ぱく質、脂質、動物性脂質、植物性脂質、カリウ

ム、カルシウム、マグネシウム、リン、鉄、βカロ

テン、ビタミンＤ、アルファトコフェロール、ビタ

ミンＫ、ビタミン B1、ビタミンＢ2、ナイアシン、ビ

タミン B6, ビタミン B12, 葉酸、パントテン酸、飽

和脂肪酸、一価飽和脂肪酸、多価飽和脂肪酸、コレ

ステロール、総食物繊維、ショ糖、ダイゼイン、ゲ

ニステイン、n-3 系脂肪酸、n-6 脂肪酸において患者

群で有意差を持って摂取量が少なかった（表 1）。

D.考察
これらの結果から HS 患者は健常人と比べるとタン

パク質やビタミンなどの栄養素の摂取量が少ないこ

とが分かった。HS 患者では食生活が偏っている可能

性がある。しかしながら本研究において健常人は病

院に勤務する医師などの職員が多く含まれており、

一般人に対して健康に関する意識が高かった可能性

がある。今後、さらに検体数を増やして解析をして

いきたい。 

E.結論
HS 患者では健常人に比べて多くの栄養素摂取量が

少ない傾向にあった。患者は肥満であるものも多

く、患者の生活指導に食事指導をいれることも検討

すべきである。 

F.健康危険情報
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なし 

2. 実用新案登録
なし 
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